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運転と飲酒習慣についてのアンケート

⚫目的： 飲酒運転をした者における，飲酒行動や飲酒の問題の実態を把握
する

⚫調査対象： 飲酒取消講習を受講した18歳以上の者

⚫調査手法： 講習機関職員から受講者に調査案内および調査票を配布
➢講習の初めに案内を行った
➢回答方法は郵送 or Web回答

⚫配布・回収時期： 令和7年6月10日～12月31日

⚫有効回答数： 1,037票

➢ 警察庁と協議の上、全国の飲酒取消講習を実施している全ての
公安委員会および、指定講習機関に対して調査の協力を依頼
➢ 同意の得られた191施設にて調査を実施
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⚫ 基本情報（性別，年齢，婚姻状況など）

⚫ フラッシングの有無

⚫ 飲酒関連の受診経験，受診希望の意思

⚫ 飲酒運転の知識（アルコールが抜ける時間）

⚫ 飲酒運転の予防策

【現在（回答時点）の情報】

⚫ 飲酒経験

⚫ リスクのある飲酒（AUDIT-C）

アンケート内容（調査項目）
【飲酒免許取消前の情報】

⚫ 運転情報（頻度，目的，距離）

⚫ 飲酒運転経験（検挙回数，飲酒運転頻度，検挙後
の変化，など）

⚫ 飲酒経験

⚫ リスクのある飲酒（AUDIT-C）

⚫ アルコール使用障害（AUDIT，DSM基準の項目）

⚫ 飲酒動機（DMQ-R)
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集計結果：性別・年齢分布
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集計結果：運転免許取消処分前1ヵ月間の運転

◆運転頻度◆
◆運転の主な目的◆

【男性】
・仕事の目的：85.5％
・個人的な目的：13.9％
・その他：0.7％

【女性】
・仕事の目的：67.4％
・個人的な目的：31.1％
・その他：1.5％
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集計結果：運転免許取消処分前1ヵ月間の飲酒運転の頻度
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集計結果：アルコール使用障害が疑われる者の割合
（運転免許取消処分前時点のAUDIT得点を基に算出）

前回調査（中山他, 2008）における
割合と概ね同程度の割合でした。
（男性：χ²(1) = 1.527, ns, φ= 0.033、
女性：χ²(1) = 0.024, ns, φ= 0.013）
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集計結果：性別・年齢分布集計結果：リスクのある飲酒が疑われる者の変化
（２時点におけるAUDIT-C得点を基に算出）
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集計結果：治療経験と治療意向について
◆治療経験の有無（生涯）◆

◆治療意向の有無（現在）◆
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まとめ

① 飲酒運転の背景にある飲酒問題
飲酒運転による飲酒取消受講者には、アルコール使用障害を含む飲酒上の問題を有する者
が多く、処分後もリスクのある飲酒を続ける者が少なくない。

② 医療・支援につながらない現状
一方で、医療や支援につながっている者は限られており、飲酒問題への介入につなげる仕
組みが課題である。

③ 再発防止に向けた支援の必要性
飲酒運転の背景にあるアルコール健康障害を早期に発見し、適切な医療・相談支援につな
げる取組が重要である。
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